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定期テストⅠに向けた学習は進んでいますか？

先日実施した学習生活実態調査の状況からみる1学年の実態

SHR 8時35分～8時45分

英語試験 8時55分～9時55分

国語試験 10時10分～11時10分

数学試験 11時25分～12時25分

昼休み 12時25分～13時10分

LHR 13時10分～14時10分

1番得意な科目として挙げられたのが「数学ⅠA」
でした。全体の14.9%、おそよ42人の方が最も得
意なようです。これから先も気を抜くことなく数
学の勉強を続けていきましょう。内容が難しくな
り、進度もスピードアップします。数学の先生に
積極的に質問を重ねて、さらに得意分野を伸ばし
ていけるといいですね。

 2番目に得意な科目として挙げられたのが「コミ
ュニケーション英語」でした。全体の14.9%、お
よそ42人の方が 2番目に得意なようです。これか
らも気を抜くことなく英語の勉強を続けていきま
しょう。英語は単語の定着と文法の理解が重要で
す。授業を大切に苦手分野を作らないようにさら
に学習を継続していけるといいですね。

1番苦手な科目として挙げられたのが「数学ⅠA」
でした。全体の35. 2%、およそ98人の方が最も
苦手なようです。得意な方の倍の人数の方が苦手
なようです。学級内の得意な仲間や先生に積極的
に質問をして苦手意識を払拭できるといいです
ね。数学は全教科の中で最も時間をかける必要が
あります。嫌いにならず、向き合えるといいです
ね。

2番目に苦手な科目として挙げられたのが「古典」
でした。全体の18.5%、およそ51人の方が 2番目
に苦手なようです。古文は「外国語」と割り切っ
て文法と単語の理解を中心に学習をすすめましょ
う。得意な仲間や先生に積極的に質問を重ねて分
からない部分を明確にしていけるといいですね。

今週末は県大会があって、なかなか勉強モードに入れない方もいるかと思
われますが、6月8日（火）は定期テストⅠがあります。左が日課になり
ます。当日は午後にLHRがありますので、お弁当の用意を忘れないよう
にしておいてください。解散時刻は 2学年と同じになります。
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6月3日（木）5時限目の終了直前に避難訓練実施　　　↓避難した直後のグランドの様子

感染症対策と防災訓練を並行して行うことは大
変困難ですが、無事に避難訓練を終えることが
できました。中学校時代からの積み重ねがあっ
て、全体的にテキパキ行動できたと思います。
自然災害が増加している中での、「自分はこの
地域社会でどのように生きていくのか」という
問題意識を持つと、さらに防災訓練という活動
が防災教育という学習の段階に移行します。地
域のハザードマップを見て、災害に対する意識
を高めていってください。

7限目の探究学習　ipadを活用した学習活動　テーマは「蟻ヶ崎高校再発見」

本日の探究学習では、ipadの使い方に慣
れることを主目的とした活動が行われま
した。20分程度の時間で校舎内外の写真
を自由に撮影し、その写真をもとに「こ
こは蟻ヶ崎高校のどこでしょうか？」と
いうクイズを出し合いました。このクイ
ズを作る際に、プレゼンテーション用の
ソフトであるkey noteやグーグルスライ
ドを使いました。使い方に慣れない中、
先生や近くの仲間に聞きながら、「でき
ないことをできるようにしていく」ステ
ップを楽しみながら取り組んでいまし
た。学校で実施される多くの教育活動は
「自分ができないことをできるようにし
ていく」問題解決学習です。教科学習と
探究学習は別のものであると考えられが
ちですが、そうではありません。根っこ
は一緒です。「自分は何が分かっていな
いのだろうか？」という問題意識から
「できないことは○○である」という具
体的な言語化、リスト化をして、解決を
していく。探究も勉強も「同じ」です。
そして、探究も勉強もやるなら楽しく実
施したいですね。楽しむためのコツは一
生懸命行うことと仲間を見つけることで
す。1学年時は学級の中にいますね。仲間とのさりげない会話がとても大切です。これから
も継続して学習を重ねていきましょう。まずは、来週のテスト勉強から取り組もう。

※グループワークは感染症対策を行なって実施しております。

自分が学習した成果をアウトプットする機会を増やしていこう


